
1944 　イタリアのコモに生まれる

1964 　ロンドン芸術大学のロンドン・カレッジ・オブ・プリンティング
　　 　（現ロンドン・カレッジ・オブ・コミュニケーション）にて学ぶ

1979 　フリーのフォトジャーナリストとして活動

1989 　広告やフィクション映画の撮影技師として活動

1993 　大判フィルムカメラでの撮影を始める

1995 　ビーチシリーズを始める

ピシーナ ダス マレス ライト , ポルトガル , 2016  

ヨーロッパのビーチで過ごす大勢の人々の奇跡的な一瞬を美しく捉えた写
真で知られる世界的写真家マッシモ・ヴィターリ。
ジャーナリスト、映画の撮影技師を経た全ての経験が１つとなり、純粋な芸
術作品として写真を追求することとなる。

彼の名を一躍世界的に有名にしたのは、高く組み上げられた足場からビー
チの一瞬を撮影するビーチシリーズであり、その後もプール、ディスコ、スキ
ーリゾートと世界中のレジャー地へと撮影シーンを広げていく。

彼の写真は古典絵画の構図の美しさをカメラレンズに表現しているとも評
され、写真ならではの表現可能な覗き見の感覚、人々から連想する物語、被
写体に表現される都会生活から離れた自然、そして作品を見る者が感じる
距離感に重点を置いている。そこからは彼自身の人々に対する興味、そして
愛情から作品が生まれて来ていると感じることが出来る。

マッシモ・ヴィターリは現在イタリアのルッカとドイツのベルリンに生活と作
品制作の拠点を置いており、夏のシーズンには毎日イタリアの地元のビーチ
へ行き、ビーチで一日中過ごすというライフスタイルを送っている。

Massimo Vitali 
マッシモ・ヴィターリ

マッシモ・ヴィターリ



モンデッロパドルボート , イタリア , 2007

超高精細なディアドルフカメラを使って撮影するMassimo Vitali

カーラ コルサラ クラヴァリー , イタリア , 2013

マッシモ・ヴィターリ作品紹介
超大判カメラの最高峰とされるディアドルフや、 ジベリーニ＆アルファを
巧みに扱い撮影された作品は、高さ1.8m×横幅2.4mと超大型。
世界限定6部発行と、とても希少なものであり、現物を鑑賞してこそ真価
が発揮される。 彼の作品はグッゲンハイム美術館（アメリカ、ニューヨー
ク）、ポンピドゥーセンター（フランス、パリ）、ソフィア王妃芸術センター
（スペイン、マドリード）、アムステルダム市立美術館（オランダ、アムステル
ダム）などの有名美術館に貯蔵され、Benrubi Gallery（アメリカ、ニュー
ヨーク）や、Ronchini Gallery（イギリス、ロンドン）など世界をリードする
アートギャラリーでも現在取引されている。



サッチョーネ ブラック ビキニ , イタリア ,1997

カーラ マリオール シャーク , イタリア , 2014

カルカヴェロス ピア , ポルトガル , 2016

カーラ リョサ サウス , イビザ , 2016

プラージュ デ カタランス , フランス , 2016
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